
2025年 3月 30日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 13章 08節（SK姉） 

『イエス・キリストは、きのうも今日も、また永遠に変わることのない方です。』 

 

礼拝讃美歌⇒254番（旧 307番） 

『昨日も今日も永久に』 

 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1章 3~7編（MM姉） 

『わたしたちの主イエス・キリストの父である神は、ほめたたえられますように。神は、わたしたちをキリス

トにおいて、天のあらゆる霊的な祝福で満たしてくださいました。天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、

御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストにおいてお選びになりました。イエス・キリス

トによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めになったのです。神がその愛する御子によって与

えてくださった輝かしい恵みを、わたしたちがたたえるためです。わたしたちはこの御子において、その血に

よって贖われ、罪を赦されました。これは、神の豊かな恵みによるものです。』 

 

讃美歌⇒16番（旧 176番） 

『世の始まる前』 

 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 10章 9節（SK兄） 

『口でイエスは主であると公に言い表し、心で神がイエスを死者の中から復活させられたと信じるなら、あな

たは救われるからです。実に、人は心で信じて義とされ、口で公に言い表して救われるのです。』 

 

（祈） 

 

 

 

 

 

 



《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒155番（旧 208番） 

『神の小羊は』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ルツ記 1章 1~3節（KH兄） 

『士師が世を治めていたころ、飢饉が国を襲ったので、ある人が妻と二人の息子を連れて、ユダのベツレヘム

からモアブの野に移り住んだ。その人は名をエリメレク、妻はナオミ、二人の息子はマフロンとキルヨンとい

い、ユダのベツレヘム出身のエフラタ族の者であった。彼らはモアブの野に着き、そこに住んだ。夫エリメレ

クは、ナオミと二人の息子を残して死んだ。』 

 

聖書⇒レビ記 19章 9~10節 

『穀物を収穫するときは、畑の隅まで刈り尽くしてはならない。収穫後の落ち穂を拾い集めてはならない。ぶ

どうも、摘み尽くしてはならない。ぶどう畑の落ちた実を拾い集めてはならない。これらは貧しい者や寄留者

のために残しておかねばならない。わたしはあなたたちの神、主である。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 1章 5~6節 

『サルモンはラハブによってボアズを、ボアズはルツによってオベドを、オベドはエッサイを、エッサイはダ

ビデ王をもうけた。ダビデはウリヤの妻によってソロモンをもうけ、』 

 

 

 

 



礼拝讃美歌⇒327番（旧 95番）（KH兄） 

『われの時は』 

 

 

 

 

 

《建徳要旨》 

 


